
の
語
用
会
議

識
知
ニ
ミ

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

新
た
な
拠
点
形
成
か
ら
地
域
経

済
の
発
展
を
目
指
す
戦
略
は

ご
み
の
排
出
量
を
減
ら
し
て
環

境
負
荷
と
財
政
負
担
の
軽
減
へ

持
続
可
能
な
農
業
政
策
と
地
産

地
消
の
推
進
に
対
す
る
考
え
は

物
価
高
騰
へ
対
応
す
る
た
め
入

札
・
契
約
制
度
の
見
直
し
を

もみの木園の新施設が完成し、４月１日から運用を開始しました

市の花「ばら」

議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
4
回
3
月
、

6
月
、
9
月
、
12
月
に
開

催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て

臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、
承
認
、
同
意
な
ど

は
、
こ
の
本
会
議
で
行
わ

な
け
れ
ば
法
的
な
効
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
比
べ
委
員
会

は
、
議
会
の
内
部
組
織
と

し
て
、
議
員
の
一
部
を
も

っ
て
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、
議
会
の
運
営

を
協
議
す
る
議
会
運
営
委

員
会
の
他
に
綾
瀬
市
に

は
、
3
つ
の
常
任
委
員
会

と
基
地
政
策
特
別
委
員
会

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

委
員
会
は
、
本
会
議
で
の

審
議
の
予
備
的
審
査
、
調

査
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

る
も
の
で
す
。

「
本
会
議
と

�

委
員
会
」

●
落
合
・
吉
岡
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

Ｑ
　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
権
利
者
へ
の
事
業
説
明
や
合

意
形
成
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
。

Ａ
　
個
別
の
面
談
や
訪
問
を
中

心
に
、
事
業
へ
の
懸
念
や
不
安
の

解
消
に
努
め
、
準
備
会
や
事
業
協

力
者
と
連
携
し
進
め
て
い
く
。

Ｑ
　
ど
の
よ
う
な
企
業
の
誘
致

を
想
定
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
周

辺
環
境
に
配
慮
し
た
産
業
の
受
け

皿
と
す
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理

組
合
に
求
め
る
も
の
は
。

Ａ
　
企
業
の
立
地
促
進
等
に
関

●
可
燃
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

Ｑ
　
減
量
目
標
の
達
成
状
況
と

今
後
の
目
標
は
。

Ａ
　
高
座
清
掃
施
設
組
合
と
構

成
３
市
で
策
定
し
た
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
で
定
め
て
い
る
令

和
９
年
度
目
標
値
に
対
し
、
ご
み

の
年
間
焼
却
量
と
１
人
１
日
当
た

り
家
庭
系
可
燃
ご
み
排
出
量
の
６

年
度
実
績
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約

２
，
０
０
０
ト
ン
と
１
日
38
グ
ラ

ム
の
乖
離
が
あ
り
、
未
達
成
の
状

況
で
あ
る
。
９
年
度
に
予
定
す
る

同
計
画
の
改
定
に
合
わ
せ
、
再
度

目
標
値
を
定
め
て
い
く
。

●
み
ん
な
で
つ
く
る
農
業
政
策
と

地
産
地
消
の
こ
れ
か
ら

Ｑ
　
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に

よ
り
、
輸
入
に
依
存
す
る
農
業
は

一
層
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る

が
、
持
続
可
能
な
農
業
政
策
を
進

め
る
た
め
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
継
続
し
て
生
産
者
と
の
関

係
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
産

地
消
の
さ
ら
な
る
推
進
と
販
路
拡

大
に
よ
り
、
地
域
の
資
源
を
活
用

し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

Ｑ
　
総
合
計
画
２
０
３
０
の
変

更
で
影
響
を
受
け
る
市
内
生
産
者

に
対
し
、
計
画
の
変
更
を
ど
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
か
。

Ａ
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や

広
報
な
ど
を
通
じ
、
生
産
者
に
限

ら
ず
、
市
民
へ
周
知
し
て
い
る
。

●
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
入

札
・
契
約
手
続
の
運
用
に
つ
い
て

Ｑ
　
発
注
時
の
適
切
な
予
定
価

格
作
成
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

Ａ
　
工
事
は
、
最
新
の
設
計
単

価
に
よ
り
設
計
、
委
託
は
、
発
注

直
前
の
見
積
額
か
ら
設
計
す
る
よ

う
、
担
当
課
へ
指
導
し
て
い
る
。

Ｑ
　
物
価
変
動
な
ど
に
対
応
し

た
契
約
変
更
の
状
況
は
。

Ａ
　
工
事
は
、
令
和
６
年
度
末

か
ら
７
年
度
に
継
続
す
る
案
件
の

う
ち
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
の

っ
と
り
、
申
請
が
あ
っ
た
13
件
の

再
設
計
を
行
い
、
変
更
契
約
を
し

た
。
委
託
は
、
請
負
者
か
ら
申
し

出
が
あ
っ
た
場
合
に
協
議
の
場
を

設
け
る
よ
う
全
庁
に
周
知
し
て
お

り
、
６
年
度
は
１
者
か
ら
申
し
出

を
受
け
、３
件
を
変
更
契
約
し
た
。

す
る
条
例
に
基
づ
く
製
造
業
や
研

究
施
設
な
ど
の
業
種
を
希
望
し
て

い
る
。
ま
た
、
経
済
効
果
、
雇
用

創
出
、
環
境
対
策
や
地
域
貢
献
を

考
慮
し
、選
考
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

●
２
０
２
７
年
国
際
園
芸
博
覧
会

と
綾
瀬
市
の
関
わ
り
に
つ
い
て

Ｑ
　
綾
瀬
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
出

入
口
付
近
に
、
周
辺
観
光
を
促
す

看
板
を
設
置
し
な
い
か
。

Ａ
　
関
係
団
体
に
看
板
の
設
置

に
係
る
制
限
な
ど
を
確
認
し
、
設

置
費
や
維
持
管
理
費
な
ど
の
コ
ス

ト
も
含
め
、
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ
　
国
際
園
芸
博
覧
会
と
関
連

Ｑ
　
家
庭
系
可
燃
ご
み
に
占
め

る
生
ご
み
の
割
合
を
把
握
し
て
い

る
か
。

Ａ
　
令
和
３
年
度
の
ご
み
質
組

成
分
析
調
査
で
は
、
全
体
の
約
４

割
が
厨
芥
類
、
未
利
用
食
品
廃
棄

物
で
あ
っ
た
。
次
回
は
８
年
度
に

再
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
　
可
燃
ご
み
１
ト
ン
当
た
り

に
係
る
処
理
単
価
の
推
移
は
。

Ａ
　
県
の
調
査
結
果
で
は
、
令

和
４
年
度
が
３
万
３
，
１
２
４

円
、
５
年
度
が
３
万
４
，
２
４
１

円
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
減
量
に
よ
る
財
政
的
効
果

Ｑ
　
稼
ぐ
農
業
を
推
進
す
る
た

め
、
生
産
者
の
販
路
拡
大
や
所
得

向
上
対
策
を
ど
う
目
指
す
か
。

Ａ
　
多
角
的
な
販
路
拡
大
が
不

可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

消
費
者
と
の
接
点
を
増
や
し
、
商

品
の
付
加
価
値
を
高
め
る
ほ
か
、

地
産
地
消
の
普
及
啓
発
な
ど
を
行

い
、
今
後
も
販
路
確
保
と
所
得
向

上
を
後
押
し
し
て
い
く
。

●
市
民
の
不
安
に
寄
り
添
う
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
　
令
和
８
年
４
月
か
ら
適
用

と
な
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
新
水
質
基
準

に
よ
り
、
変
更
と
な
る
点
は
。

Ａ
　
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

が
水
質
基
準
へ
変
更
と
な
る
こ
と

で
、
水
道
事
業
者
な
ど
に
検
査
義

務
が
課
せ
ら
れ
る
が
、
市
の
対
応

に
変
更
は
な
い
。

Ｑ
　
低
入
札
価
格
調
査
制
度
と

最
低
制
限
価
格
制
度
の
活
用
は
。

Ａ
　
最
低
制
限
価
格
制
度
を
導

入
し
て
お
り
、
工
事
は
入
札
に
付

す
る
全
案
件
に
最
低
制
限
を
設

け
、
国
が
定
め
る
基
準
と
同
率
で

算
定
し
て
い
る
。
設
計
な
ど
の
一

部
委
託
業
務
は
、
有
効
な
入
札
書

の
平
均
額
か
ら
算
出
す
る
開
札
後

算
定
型
を
導
入
し
、
入
札
・
契
約

制
度
の
適
正
化
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ
　
中
小
企
業
へ
の
物
価
高
対

応
と
し
て
、
最
低
制
限
価
格
の
算

定
率
を
国
よ
り
高
い
県
規
準
に
引

き
上
げ
な
い
か
。

Ａ
　
現
在
は
国
の
算
定
基
準
を

採
用
し
て
い
る
が
、
県
な
ど
が
独

自
の
率
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
お
り
、
公
平
な
入
札
の

た
め
今
後
調
査
研
究
し
て
い
く
。

志
政
あ
や
せ
　
古
郡
　
敏
正

公
明
党
　
　
　
野
田
　
広
吉

あ
や
せ
未
来
会
議
　
畑
井
　
陽
子

志
政
あ
や
せ
　
笠
間
　
功
治

付
け
た
、
商
業
分
野
で
の
Ｐ
Ｒ
の

取
り
組
み
状
況
は
。
ま
た
、
市
内

農
産
物
な
ど
の
販
売
の
予
定
は
。

Ａ
　
あ
や
せ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

内
へ
、
市
内
商
品
用
自
動
販
売
機

の
設
置
や
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
の
配
架

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
博
覧

会
の
出
展
審
査
を
通
過
し
た
際

は
、
会
場
内
で
市
内
産
農
産
物
の

販
売
会
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

を
試
算
し
て
い
る
か
。

Ａ
　
令
和
６
年
度
の
家
庭
系
可

燃
ご
み
を
例
に
試
算
し
た
場
合
、

１
万
１
，
９
３
１
ト
ン
の
う
ち

４
，
７
７
２
ト
ン
が
生
ご
み
類
、

そ
こ
か
ら
約
８
割
に
相
当
す
る
水

分
を
切
る
こ
と
で
、
３
，
８
１
７

ト
ン
減
量
で
き
、
処
理
単
価
を
か

け
る
と
約
１
億
３
，
０
７
０
万
円

の
経
費
削
減
が
可
能
と
な
る
。
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ご
み
削
減
と
リ
ユ
ー
ス
推
進
で

循
環
型
社
会
を
実
現
し
な
い
か

外
国
人
の
日
本
語
習
得
を
支
援

し
て
社
会
統
合
の
推
進
を

中
止
と
し
た
中
心
市
街
地
の
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
内
容
は

認
知
症
の
方
を
地
域
で
支
え
る

見
守
り
体
制
の
充
実
に
向
け
て

３月 14 日、光綾公園南側園地がリニューアルオープンしました

表
決
と
は
、
議
会
の
意

思
決
定
に
議
員
が
参
加
す

る
た
め
の
手
段
で
、賛
成
、

反
対
の
意
思
表
示
を
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

表
決
の
方
法
に
は
、
大

別
す
る
と
議
長
が
議
題
に

関
し
て
賛
成
す
る
者
を
起

立
さ
せ
、
そ
の
多
少
を
認

定
し
て
行
う
「
起
立
表

決
」
と
起
立
者
の
多
少
を

認
定
し
が
た
い
場
合
に
行

う「
投
票
に
よ
る
表
決
」、

議
長
が
異
議
の
有
無
を
諮

る
「
簡
易
表
決
」
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。
本
市
議
会

に
お
い
て
は
、
通
常
「
起

立
表
決
」と「
簡
易
表
決
」

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
議
長
が

表
決
を
と
る
こ
と
を
「
採

決
」
と
い
い
、
表
決
の
結

果
得
ら
れ
た
議
会
の
意
思

決
定
（
例
え
ば
可
決
、
否

決
、
同
意
な
ど
）
を
「
議

決
」
と
い
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、「
表
決
」は
、議
会

の
審
議
過
程
に
お
け
る
最

終
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

「
表
　
決
」

●
身
近
な
暮
ら
し
か
ら
広
げ
る
循

環
型
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

Ｑ
　
他
市
の
事
例
で
、
家
庭
か

ら
出
る
不
用
土
を
回
収
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
園
芸
土
と
し
て
市
民
に
無

料
配
布
す
る
取
り
組
み
が
あ
る

が
、
本
市
で
も
実
施
し
な
い
か
。

ま
た
、
家
庭
で
で
き
る
土
の
リ
サ

イ
ク
ル
方
法
を
周
知
し
な
い
か
。

Ａ
　
再
利
用
時
の
土
の
性
質
が

不
明
な
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
実

施
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
土

を
再
利
用
す
る
仕
組
み
は
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
調
査

研
究
し
て
い
く
。

●
海
外
の
移
民
政
策
の
失
敗
に
学

ん
だ
日
本
語
習
得
推
進
に
つ
い
て

Ｑ
　
高
市
総
理
は
、
現
場
作
業

員
の
リ
ー
ダ
ー
に
あ
た
る
特
定
技

能
２
号
の
数
に
上
限
は
な
い
と
国

会
で
答
弁
し
た
。
特
定
技
能
２
号

は
家
族
の
呼
び
寄
せ
も
可
能
で
、

地
域
社
会
を
構
成
す
る
隣
人
と
捉

え
れ
ば
、
海
外
の
移
民
問
題
は
参

考
に
な
る
。
欧
州
で
は
、
政
治
家

が
甘
い
考
え
に
と
ら
わ
れ
緩
い
立

法
と
執
行
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が

要
因
で
、
パ
ラ
レ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
が
作
ら
れ
た
。
海
外
に
学
べ

ば
、
外
国
人
市
民
の
日
本
語
能
力

●
中
心
市
街
地
再
整
備
構
想
の
課

題
と
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
　
中
止
し
た
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
調
査
の
対
象
地
域
や
そ
の
他
の

条
件
は
ど
の
よ
う
に
決
め
た
か
。

Ａ
　
中
心
市
街
地
と
し
て
、
一

体
的
な
地
域
振
興
を
目
指
せ
る
エ

リ
ア
で
検
討
を
進
め
た
結
果
、
道

の
駅
事
業
予
定
地
の
ほ
か
、
文
化

会
館
や
中
央
公
民
館
な
ど
が
建
ち

並
ぶ
公
共
施
設
エ
リ
ア
を
含
め
た

実
施
方
針
と
し
て
い
た
。

●
交
通
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て

Ｑ
　
あ
や
モ
ビ
の
現
状
は
。

Ａ
　
実
証
実
験
開
始
か
ら
４
カ

月
が
経
過
し
、
利
用
登
録
者
数
は

２
月
末
で
１
０
０
０
人
を
超
え
、

運
行
数
は
約
１
４
０
０
回
と
、
対

象
者
比
で
は
海
老
名
市
の
実
績
を

上
回
り
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

●
み
ん
な
で
向
き
合
う
認
知
症
対

策
に
つ
い
て

Ｑ
　
個
人
に
合
わ
せ
た
フ
レ
イ

ル
予
防
策
の
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
は
。

Ａ
　
市
内
50
カ
所
の
地
域
サ
ロ

ン
で
、
体
操
、
ラ
ン
チ
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
内
容
の
予
防
教
室
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
自
分
に
合

っ
た
サ
ロ
ン
を
選
び
参
加
で
き
る

よ
う
周
知
し
て
い
く
。

Ｑ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操
の

特
徴
と
効
果
は
。

Ａ
　
認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
合
わ
せ

た
体
操
で
、
認
知
機
能
や
筋
力
の

維
持
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
。

Ｑ
　
歯
科
健
診
の
受
診
率
向
上

と
啓
発
の
強
化
策
は
。

Ａ
　
成
人
歯
科
健
診
を
受
診
の

Ｑ
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

た
不
用
品
の
リ
ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
「
お
い
く
ら
」
な
ど
の
仕

組
み
を
安
心
し
て
利
用
す
る
た

め
、定
期
的
な
周
知
を
し
な
い
か
。

Ａ
　
広
報
あ
や
せ
や
ご
み
分
別

促
進
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
～
る
」
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用

し
、
定
期
的
に
周
知
し
て
い
く
。

●
市
民
に
分
か
り
や
す
い
行
政
の

推
進
に
つ
い
て

Ｑ
　
読
み
書
き
が
困
難
な
市
民

が
、
窓
口
で
申
請
書
を
記
入
す
る

際
の
支
援
策
と
し
て
、
平
仮
名
見

本
を
設
置
し
な
い
か
。
ま
た
、
デ

向
上
は
重
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

認
識
か
。

Ａ
　
日
本
語
教
育
推
進
法
に
基

づ
く
国
の
方
針
で
は
、
地
方
公
共

団
体
は
国
と
の
適
切
な
役
割
分
担

を
踏
ま
え
、
地
域
の
状
況
に
応
じ

施
策
を
策
定
、
実
施
す
る
責
務
を

有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も

外
国
人
市
民
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
国
の
方
針
や
市
の
状
況

を
踏
ま
え
、
必
要
な
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
取
り
組
み
を
続
け
る
。

Ｑ
　
欧
州
が
推
奨
す
る
母
国
語

教
育
な
ど
が
英
語
文
化
圏
へ
の
同

化
装
置
に
な
る
と
考
え
、
パ
ラ
レ

●
基
地
対
策
協
議
会
の
講
演
会
に

つ
い
て

Ｑ
　
自
衛
隊
の
防
衛
費
拡
大
な

ど
を
訴
え
る
内
容
に
思
え
た
が
、

中
立
性
に
問
題
は
な
い
か
。

Ａ
　
講
師
に
は
事
前
に
テ
ー
マ

を
伝
え
て
お
り
、
講
演
内
容
は
あ

く
ま
で
も
国
際
政
治
の
考
え
方
の

一
つ
で
あ
っ
た
と
の
認
識
で
、
問

題
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

●
防
音
工
事
対
象
地
域
の
見
直
し

に
関
わ
る
状
況
に
つ
い
て

Ｑ
　
市
民
の
声
を
反
映
し
、
国

が
示
し
た
防
音
工
事
対
象
区
域
の

見
直
し
に
反
対
し
な
い
か
。

Ａ
　
防
音
工
事
対
象
区
域
の
見

直
し
に
関
し
て
、
市
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
な
説
明
と
、

基
地
周
辺
対
策
の
改
善
や
拡
充
を

国
に
対
し
求
め
て
い
く
。

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
つ
つ
、
引

き
続
き
、
対
象
者
へ
個
別
勧
奨
通

知
を
送
付
し
啓
発
し
て
い
く
。

Ｑ
　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た
認
知
症

等
行
方
不
明
位
置
探
索
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
状
況
は
。
ま
た
、
認
知
症

等
行
方
不
明
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
登
録
状
況
は
。

Ａ
　
位
置
探
索
サ
ー
ビ
ス
の
登

録
者
数
は
11
人
、
利
用
回
数
は
３

６
０
回
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
登
録
者
数
は
１

１
８
人
で
あ
る
。

Ｑ
　
岡
山
県
笠
岡
市
の
認
知
症

の
人
に
も
や
さ
し
い
お
店
認
定
事

業
を
参
考
に
施
策
を
考
え
て
は
。

Ａ
　
現
在
の
と
こ
ろ
取
り
組
む

考
え
は
な
い
。
引
き
続
き
認
知
症

理
解
が
進
ん
だ
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
、
施
策
を
進
め
て
い
く
。

公
明
党
　
　
　
三
谷
　
小
鶴

成
田
　
龍
二

越
川
　
好
昭

公
明
党
　
　
　
天
笠
　
哲
史

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
情
報
格

差
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
申
請
件
数
が
多
い
手
続
き

か
ら
、
順
次
振
り
仮
名
を
記
載
し

た
見
本
を
作
成
し
て
い
く
。
ま

た
、
高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
対
面

式
ス
マ
ホ
相
談
を
実
施
す
る
ほ

か
、
市
民
課
と
保
険
年
金
課
で
、

Ａ
Ｉ
電
話
自
動
応
答
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
計
画
し
て
い
る
。

ル
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
を
作
り
文
化
的

侵
略
を
防
衛
す
る
視
点
も
あ
る
。

義
務
教
育
の
中
で
日
本
語
へ
の
学

習
意
欲
や
敬
意
を
確
立
す
る
た

め
、
学
校
で
は
何
が
で
き
る
か
。

Ａ
　
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
に
は
国
際
教
室
で
日
本

語
習
得
支
援
を
行
い
、
友
人
と
の

交
流
活
動
も
大
切
に
し
て
い
る
。

社
会
参
加
の
基
礎
を
構
築
す
る
た

め
、
今
後
も
支
援
に
努
め
る
。
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